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水　巻　町　発　行

ま

も

な

く

完

成

．

高
松
地
区
改
良
住
宅

第

一

期

工

事

町
で
は
、
昨
年
十
月
末
に
高
松
地
区

改
良
住
宅
建
設
工
事
に
と
り
か
か
り
、

第
一
期
工
事
の
完
成
を
間
近
か
に
ひ
か

え
ま
し
た
。

高
松
地
区
改
良
住
宅
楚
設
事
業
で
の

建
設
計
画
で
は
、
絵
建
設
戸
数
は
七
百

三
十
五
戸
で
、
現
在
第
一
期
工
事
（
五

棟
百
五
十
戸
）
が
す
す
め
ら
れ
、
こ
の

う
ち
三
根
九
十
戸
は
七
月
末
に
、
ま

た
、
残
り
二
棟
六
十
戸
は
八
月
末
に
完

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
日
　
三

。
農
業
機
械
の
稼
動
中
は
衣
服
な
ど
が

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
を

農
業
機
械
の
取
扱
に
は

十
分
に
注
意
を

六
月
は
田
植
の
シ
ー
ズ
ン
、
「
苗

つ
く
り
」
か
ら
「
耕
作
」
、
「
代
か

き
」
　
「
田
植
」
と
、
こ
れ
か
ら
は
忙

し
い
毎
日
が
つ
づ
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。最

近
の
農
業
の
機
械
化
は
め
ざ
ま

し
く
、
大
型
化
し
、
高
性
能
な
機
械

が
ど
ん
ど
ん
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
農

作
業
に
よ
る
事
故
も
増
加
し
、
複
雑

化
、
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

県
が
4
9
年
度
に
過
去
3
カ
年
の
農

作
業
に
よ
る
事
故
調
査
を
行
な
っ
た

結
果
死
亡
事
故
の
内
容
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

農
作
業
の
事
故
は
、
機
械
の
取
扱

い
の
未
熟
と
不
注
意
に
よ
る
も
の
が

大
部
分
で
す
。
事
故
が
お
き
て
か
ら

で
は
と
り
か
え
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

平
素
か
ら
農
作
業
の
事
故
防
止
に
つ

い
て
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
機
械
を
使
用
す
る
と
き
の
注

意。
機
械
の
運
転
は
二
父
通
法
規
を
守

っ
て
正
し
い
運
転
を

。
仕
事
に
か
か
る
前
の
整
備
点
検
は

確
実
に

。
農
繁
期
は
特
に
、
過
労
に
な
ら
な

い
よ
う
睡
眠
は
十
分
に
と
り
ま
し

よ
ス
ノ

過去3年間の農作業による事故

年 度 別 死亡件数
死　 亡　 原　 因　 別

備　　　　 考
耕うん機 乗用トラクター その他の機械 機械以外

46年 4 件 0 1 2 1 転落1．電気事故1
その他2（うち即死3）

47年 5料 1 1 1 2 交通事故1 壷ミ藩 2
洩水2（うち即死3）

48年 4 件 2 1 ′1 0 交通事故1 3笑止 1
車云落2（うち即死2）

町の人口

（50年5月末現在）

人　口　24，084

男11，679

女12，405

世帯数．．7，141



潮川棚相宿和50年6月10日　脚Ⅲｕｌｎｎｌｎｍｍ間冊Ⅲ皿Ⅲ酬ｍｍ肌　広物

期

　

で

　

す

水
　
害
　
に
　
対
　
す
　
る

つ
ゆ
が
や
っ
て
き
ま
す
、
あ
な
た
の

水
害
に
対
す
る
備
え
は
で
き
て
い
ま
す

か
。町

で
は
、
水
害
を
防
ぎ
、
ま
た
被
害

を
最
少
限
に
く
い
止
め
る
た
め
、
各
関

係
機
関
か
ら
な
る
「
水
防
協
議
会
」
で

備
　
え
　
を

水
防
対
策
を
検
討
し
、
水
防
計
画
を
ま

と
め
ま
し
た
。

福
岡
管
区
気
象
台
が
五
月
二
十
日
に

発
表
し
た
九
州
北
部
の
六
月
か
ら
三
ケ

月
の
長
期
予
報
で
は
、
梅
雨
入
り
は
平

年
よ
り
早
く
、
前
半
、
梅
雨
前
線
の
活

動
が
弱
く
雨
も
少
な
い
が
、
後
半
は
前

線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
六
月
下

旬
、
七
月
中
旬
と
局
地
的
な
大
雨
が
あ

り
、
梅
雨
明
け
は
平
年
よ
り
遅
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
水
防
協
議
会
は
、
町
内
の
重
要
水

防
区
域
と
危
険
個
所
を
別
表
の
よ
う
に

指
定
し
、
こ
れ
に
対
す
る
対
策
を
た
て

て
い
ま
す
が
、
家
庭
で
も
万
一
の
災
害

に
備
え
て
十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

町内重要水防区域と危険箇所

豪
雨
の
た
め
水
の
溢
れ
た
と
き
の

鯉
口
地
区

〔河　 川　 の　 部 〕

河　　 川　　 名 箇　　　　 所　　　　　 別 予想 され る危 険 ．

堀　　　　　 川 吉 田 ノ一 、 二 、三　 一帯 700 1ｎ 溢　　　　　　 水

羅　　 漢　　 川 吉 田 ノ二 （本札 滑石 、御 輪坤 ）一一帯 300 ｍ ク

赤　　 水　　 川 噴 末東 町附 近一 帯 100 ｍ ケ

山　　 田　　 川 頃 末先 園 か ら中阻一 計 200 ｍ ク

鯉 、・　 口　　 川 鯉 口区一 帯 100 ｉｎ ク

大　　 平　　 川 中央 区鹿 児 島本線 ぞい一 帯 500 ｍ ケ

Ⅲ」 林　 の　 部 〕

地　　 区　 名 箇　　　　　 所　　　　 別 予 想 され る危 険
ｌ

吉 田 ノ二 、本 村 本村 一組 山裾 土 砂 くず れ ・落石

吉 田 ノ三 、 車返 折 尾高校 下 山裾 、河 守神 社南 側一 帯 ′ケ　　　　　　　　　　〃

鯉　　 口　　 区 鯉 口区 裏、美吉野 団地 下 、鉄 道 ぞ い一 帯 〃

頃　　　　　 末 頃末伊豆神社より、東側明神ケ辻山裾及び西側山裾 ケ　　　 落石

新　　 生　　 街 山神 、1新 生街 裏 山一 帯 ケ

樋　　　　　 口 樋 口、赤 水 、 うり地 区山昭∵ 帯 クー　　　 落石

7

月

1

日

か

ら

一
筆
地
の
調
査

町
で
は
、
国
土
調
査
事
業
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
七
月
一
日
か
ら
一
筆
地

調
査
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
七
月
一
日

ま
で
に
各
所
有
地
に
は
境
界
く
い
を
打

た
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
山
林
、
原
野
な
ど
雑
木
の
暫

生
し
て
い
る
境
界
線
は
、
早
目
に
刈
弘

を
し
て
境
界
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ

い
。
隣
地
境
界
不
明
の
場
合
は
、
調
査

及
び
測
量
は
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
（
境
界
く
い
は
国
土
調

査
係
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
）

一
筆
地
調
査
の
立
会
日
時
は
後
日
通

知
し
ま
す
が
、
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
役

場
産
業
課
国
土
調
査
係
（
魯
6
0
1
・

4
3
2
1
）
　
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
題
が
あ
れ
ば

実
施
委
員
会
に

町
道
水
路
や
国
有
地
関
係
の
境
界
に

つ
い
て
は
、
実
施
委
員
会
と
関
係
官
庁

が
確
認
を
し
て
決
定
し
ま
す
の
で
、
問

題
個
所
が
あ
れ
ば
事
前
に
実
施
委
員
会

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

猪
熊
地
区
国
土
調
査
実
施
委
員

柴
田
己
代
治
、
大
場
寿
基
雄
、
原
田

弘
道
、
矢
野
繁
美
、
大
場
金
吾
、
田
中

一
郎
、
貞
末
至
、
光
末
文
雄
、
前
田
忠

蔵
、
．
椿
明

児

童

手

当

の

現

況

届

は

6
　
月
末
　
日
ま
　
で

毎
年
6
月
は
、
児
童
手
当
の
現
況
届

を
出
す
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
受

給
し
て
い
る
方
は
、
6
月
末
ま
で
に
届

出
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
届
出
を
し
な
い
場
合
は
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
受
給
資
格

①
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上
養

育
し
、
こ
の
う
ち
1
人
以
上
が
義
務
教

育
終
了
前
の
児
童
（
中
学
校
を
卒
業
す

る
ま
で
の
児
童
）
で
あ
る
こ
と
。

㊥
前
年
の
所
得
額
が
一
定
の
額
（
た

と
え
ば
、
扶
養
親
族
が
5
人
の
場
合
、

3

、

0

6

6

千

円

）

　

に

満

た

な

い

こ

と
。

こ
の
受
給
資
格
に
該
当
さ
れ
る
方
は

児
童
手
当
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
由
況
届
及
び
申
請
書
は
役
場

老
人
児
童
課
に
あ
り
ま
す
。

ｒ
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差
　
別
　
の
　
な
　
い
　
明
　
る
　
い

同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
よ
う
　
許

同
対

同
和
対
策
の
経
過
（
そ
の
二
）

大
正
初
期
に
、
同
和
地
区
の
人
々
の

醇
覚
に
些
つ
く
自
主
的
な
改
善
運
動
が

勃
興
し
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
、
全
国
的
に
各
県
に

組
織
団
体
が
結
成
さ
れ
、
部
落
改
善
運

動
が
展
開
さ
れ
た
。
現
組
ら
の
団
嵐
爾

今
ま
で
の
と
は
性
格
を
異
に
し
、
、
上
か

ら
の
奨
励
に
よ
る
官
製
の
団
体
で
は
な

く
下
か
ら
同
和
地
区
住
民
の
自
主
的
な

団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

前
記
の
細
民
部
落
協
議
会
に
和
歌
山

県
代
表
と
し
て
出
席
し
た
岡
本
弥
が
、

内
務
大
臣
に
提
出
し
た
要
望
書
は
、
当

時
の
改
善
運
動
指
導
者
た
ち
の
見
解
や

主
張
を
代
弁
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
部
落
特
有
の
職
業
は
成
る
べ
く
改

め
し
む
る
よ
う
奨
励
し
、
皮
革
の
如

審
　
答
　
申
　
か
　
ら

き
厭
ふ
べ
き
臭
気
あ
る
職
業
は
取
締

規
則
を
設
け
体
裁
を
改
め
し
む
る
よ

う
の
処
置
を
希
望
す
。

一
、
細
民
の
住
居
は
採
光
と
煙
出
し
の

不
備
に
よ
り
、
眼
疾
を
招
く
こ
と
多

し
、
又
便
所
の
設
備
概
し
て
不
完
全

な
り
、
府
県
に
は
家
屋
建
築
条
例
を

設
け
一
定
の
猶
予
期
間
を
与
え
て
、

漸
次
改
造
を
命
ぜ
ら
れ
た
し
。

一
、
住
民
道
路
溝
渠
の
掃
除
に
就
い
て

も
、
取
締
規
則
を
制
定
せ
ら
れ
た

し
。

一
、
部
落
の
人
口
は
益
々
増
殖
し
細
民

は
益
々
増
加
す
。
他
に
移
住
策
に
つ

い
て
格
別
の
考
慮
を
払
わ
れ
た
し
。

一
、
部
落
特
有
の
疾
患
に
ト
ラ
ホ
ー
ム

あ
り
、
こ
れ
が
根
治
に
つ
い
て
は
格

別
の
施
設
を
願
い
た
し
。

町

　

を

　

ー

一
、
部
落
の
弊
風
は
一
朝
一
夕
で
醸
成

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
単
に

指
導
奨
励
丈
で
は
到
底
改
善
さ
る
べ

き
と
は
思
わ
れ
な
い
。
国
家
と
し
て

相
当
の
助
成
金
を
支
出
さ
れ
る
よ
う

御
配
慮
願
い
た
し
。

一
、
部
落
の
改
善
に
、
部
落
民
の
自
覚

は
最
も
肝
要
の
次
第
な
る
も
、
部
落

民
の
自
覚
を
障
害
し
て
居
る
も
の
は

一
般
民
の
差
別
行
為
で
あ
る
。

以
下
二
、
三
の
実
例
を
具
陳
せ
ん
。

①
　
官
衛
公
署
は
勿
論
、
会
社
工
場

に
は
部
落
民
を
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

部
落
民
の
教
育
が
進
ま
な
い
の
は
、
皆

こ
れ
に
起
因
し
て
い
る
。

㊥
　
小
学
校
、
中
学
校
は
勿
論
、
専

門
以
上
の
学
校
に
部
落
民
の
入
学
は
甚

だ
困
難
で
あ
る
。
学
校
内
に
於
け
る
差

別
撤
廃
は
部
落
民
の
就
学
心
を
向
上
せ

し
む
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。

㊥
　
相
当
学
識
を
有
す
る
も
の
は
、

努
め
て
官
公
署
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
と

も
な
ら
ば
、
部
落
の
人
心
を
黄
舞
激
励

し
、
教
育
は
奨
励
を
ま
た
ず
し
て
進
歩

す
べ
き
こ
と
と
信
ず
。
部
落
改
善
は
、

つ
ま
り
害
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。

一
、
部
落
民
な
る
が
故
に
営
業
上
に
又

農
民
の
小
作
上
に
於
い
て
、
不
利
な

立
場
に
於
か
れ
て
い
る
実
例
は
少
な

く
な
い
。
こ
れ
ら
差
別
的
行
為
の
除

去
に
努
力
さ
れ
た
し
。

以
上
の
ご
と
く
、
明
治
、
大
正
時
代

の
部
落
対
策
の
改
良
主
義
的
特
徴
は
同

和
地
区
住
民
の
生
活
実
態
の
劣
悪
性
が

わ
が
国
の
社
会
経
済
体
制
の
病
理
に
由

来
す
る
こ
と
を
理
解
せ
ず
、
た
だ
単
に

地
区
民
の
主
体
的
条
件
を
改
善
整
備
す

二
輪
車
を

運
転
す
る
と
き
は

必
ず
へ
ル
メ
ッ

る
こ
と
に
よ
っ

て
同
和
問
題
の

解
決
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
の
認

識
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

消防Ⅲ周］－ナー
－早い通報少ない損害－

災害の中で最もおそろしいのが火災です。

もし、自分の不注意で火災を出しても勇気を

出して知らせることが大切です。自分だけで

あるいは家族だけで消そうとして知らせる時

期が遅れると、延焼拡大して被害が大きくな

るばかりか、尊い人命をなくす最悪の事態を

まねく恐れがあります。

火災を発見したらすぐに消防署に連絡しま

しょう。

嘗・の種類とかけ方

「‥受話器をはずして691加入電話

0119をまわす。

…‥電話の管理者〔店の人）赤電話

にたのんで、かぎをきりかえてから　691・

0119をまわす。

・…・・119専用ダイヤルのある育電話

ものは、受話器をはずして119をまわす。

（北九州市消防局にしか通報できません）‘

専用ダイヤルのないものは、受話器をは

ずし、10円玉を入れてから691・0119をま

わす。（通報が終ると10円玉はもどる）

・0119とボダンを
「691

プッシュホン

押す。

管内火災・救急発生状況
救 急 と 火 災 水　 巻 声 ．屋 岡　 垣 遠　 賀 、合　 計

救　　　 急 9白　Ｇ甥 69 （14） 6 0 （16） 6 0 （14） 2 8 7 （711

火　　　 災 7 1、1 ） 3 （0 ） 8 （1） 6 （0） 2 4 （2 ）

昭和50．1．1～4．30まで、（）内は4日分

自
動
二
輪
車
の
運
転
者
は
、
道
路
交

通
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
乗
用
者
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
今
年
の
七
月
一
日
か
ら

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
自
動
二

輪
車
を
運
転
す
る
と
、
行
政
処
分
の
基

礎
点
数
一
点
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

二
輪
車
の
事
故
で
は
横
転
し
た
と
き

に
頭
を
う
つ
こ
と
が
多
く
、
事
故
防

止
、
被
害
軽
減
の
た
め
に
も
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
必
ず
着
用
す
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

・
≠
●
お
　
礼
－
●
・

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

吉
田
団
地

故
竹
口
広
止
殿
　
　
竹
ロ
ヒ
デ
殿

猪
熊

故
田
野
熊
蔵
殿
　
団
野
キ
ヨ
カ
殿

鯉
口
区

故
香
川
マ
キ
ヱ
殿
　
香
川
春
雄
殿

社
会
福
祉
事
業
の
た
め
次
の
万
か
ら

金
一
封
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
っ

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

樋
口
　
副
島
国
治
殿
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高
血
圧
教
室

◇
日
時
　
6
月
1
8
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所
栄
養
指
導
室

◇
内
容

・
血
圧
測
定
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

・
講
義
・
減
塩
食
調
理
実
習
・
試
食
椚

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

◇
料
金
　
無
料

母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
6
月
2
0
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
身
長
、
体
重
測

定
、
育
児
及
び
家
族
計
圃
相
談
指
導

（
家
族
計
画
に
つ
い
て
の
詰
員
、
薬

品
に
つ
い
て
は
若
干
準
備
し
て
い
ま

す
）

医
601・3320

691・2616

093・24．0385

691・0553

宅在曜［
口

末
末
橋
口

膳

頃
頃
大
樋

科
料
科
料

児
児

°

　

°

外
外
内
∵
円

院
院
院
院

医
医
医
医

江
辺
本
原

人
渡
橋
前

6月15日

22日

29日

7月6日

診察時間は　9時から17時、原則として往診はいたしま
せん。

、
老
人
医
療

受
給
者
証
の
切
替
え

町
で
は
、
老
人
医
療
受
給
者
証
の
切

管
見
を
行
な
い
ま
す
。

現
在
の
老
人
医
療
受
給
者
証
及
び
老

人
医
療
証
の
有
効
期
限
は
、
5
0
年
6
月

3
0
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
5
0
年
7
月
か
ら
5
1
年
6
月
ま
で

の
老
人
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、
期
間
中
に

切
替
え
を
さ
れ
る
よ
う
お
顧
い
し
ま

す
。
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・
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◇
期
間
　
6
月
2
5
・
2
6
・
2
7
円

◇
時
間
　
9
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
申
請
受
付
場
所
　
役
場
別
館

◇
持
参
晶
　
印
鑑
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
証
（
扶
茜
義
務
者
の
保
険

証
）

・
扶
養
義
務
者
の
源
泉
徴
収
票
の
必

要
な
方

①
扶
養
義
務
者
が
5
0
年
1
月
1
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

⑧
扶
茜
義
務
者
が
町
外
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方

・
本
人
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
な
万

①
老
人
医
療
対
象
者
が
被
保
険
者

で
あ
り
か
つ
、
5
0
年
1
月
1
日
以
降

に
転
入
さ
れ
た
方

乳
幼
児
医
療
の
切
替
え

七
月
．
一

町
は
、
乳
幼
児
医
療
証
の
切
替
え
を

行
な
い
ま
す
。

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
の
適

用
を
受
け
て
い
る
方
は
、
七
月
盲
か

ら
医
療
証
が
新
し
く
変
更
さ
れ
ま
す
の

で
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
組
合
の
所
在
地
が
福
岡

県
外
の
万
で
、
医
療
証
の
発
行
を
受
け

一
・
．
，
・
．
′
ヽ
三
・
、
ヽ
ノ
．
一
・
．
′
．
，
こ
∫
ヽ
ノ
ュ
ニ
′
ヽ
．
Ｊ
ニ
ヽ

日
か
ら
新
し
く

て
い
な
い
方
（
償
還
払
い
）
も
更
新
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
持
参
す
る
も
の

①
保
険
者
証
、
⑧
乳
幼
児
医
療
証
、

⑧
印
鑑

当
日
、
指
定
日
時
に
来
れ
な
い
方

は
、
三
日
間
の
う
ち
の
他
の
日
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。

乳幼児医療切替日時と場所
日　　　　 時 場　　　　 所 ・ 地　　　　　　　　　　 区

6 月 1 8 日

9 時 ～ 1 6時

水 巻 町 役 場

別 館

立 屋 敷 ．伊 左 座 ．み ず 、ほ ．二二．二 町 住 ．

下 二 ．下 二 町 住 ．伊 左 座 ．林 住 宅 ．

緑 風 園 ．美 吉 野 」公栄 荘

6 月 1 9 日
・ケ

吉 田 ノ ー ．吉 田 ノ 二 ．吉 田 ノ 三 ．吉 田 匝

9 時 － 1 6日寺 地 ．頃 末 ．二 社 区 ．中 央 区

6 月 2 ｑ 日

9 時 － 1 6時 一ク

机 ．古 賀 ．樋 口 ．猫 熊 ．猪 熊 町 住

古 賀 県 住 ．鯉 口 区 ．樽 ノ 木 区

高 松 区 ．三 ツ 頭 区

6　月　の

し尿汲取予定日
猪熊・頃末
猪熊．頃末

猪鱒．唐ノ熊県住・吉田片山・ぬめり石
樋口・吉田御輸地・車返し・鯉口
高松区・三ツ頭区・樋口・吉田垣添・中央
区

日
　
日
　
日
　
日
　
日

2
　
3
　
4
　
5
　
6

7日　高松区．三ツ藩区・頃末（6．11．14区）

・緑風園．中央区
9日　高松区・三ツ頭区・頃末（15・18区）・頃

末（6．11．14区）・川端商店街．苫田県
ｉ亘筋

目　川端商店街．上二・下二・立屋敷・伊左座

日　古賀・う月．吉田本村′車返し

日　古賀．う月・二大橋・上二町住・下二町住°

宮ノ‾下社宅

日　頃末（6・11・14区）・机

日　当若熊．1適口

日　猪熊・石動コ・机．吉田団地

自　著熊・古賀．頃禾（6・11・14区）．吉田

団地

猪熊・古賀．頃末（6．11．14区）．吉田

団地
吉田団地
松栄荘．美吉野・猪熊町住．上二．下二・
伊左座°吉田本村．机社宅

松栄荘・美吉野・古賀県住・上二・下二・
伊左座．苫田本村・机社宅

0　1　2　　　　3　4　6　71　1　1　　　　　1　1　1　1

日
　
　
　
日
　
日
　
　
　
日
・
．

8
　
　
　
　
9
　
0
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
1
　
2
　
　
　
　
2

23日　松栄荘・美吉野・みずほ・古賀区
24日　梅ノ木区．みずほ・1コ幼稚園通り．古賀

区

25日　梅ノ木区・下二ｊ功稚園通り・古賀区

26日：梅ノ木区・鯉口区

27日　樋口．う月．机．鯉口区

28日　猪熊．樋口．吉田団地（浄化槽）・鯉口区

30日　猪熊．古賀．頃末（6・11．14区）

◎
し
尿
汲
坂
料
金
は

人
数
割
で

し
尿
茨
庶
料
金
は
、
住
民
登
録
の

人
数
で
支
払
う
よ
う
に
決
っ
て
い
ま

す
。
転
出
な
ど
で
不
在
の
方
が
家
族

の
中
に
お
ら
れ
る
と
き
は
、
住
民
課

窓
口
で
異
動
届
を
さ
れ
る
よ
う
お
顧

い
し
ま
す
。

◎
ご
み
出
し
は

収
集
日
に

○
ご
み
は
収
集
日
の
朝
7
時
か
ら
8

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
燃
え
る
こ
み
と
燃
え
な
い
ご
み
は

区
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ボ
ー
ル
箱
な
ど
の
よ
う
に
大
き
な

も
の
は
小
さ
く
ま
と
め
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
水
分
を
多
く
含
ん

で
い
る
も
の
は
水
気
を
と
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
ス
プ
レ
ー
な
ど
は
穴
を
あ
け
、
ま

た
ガ
ラ
ス
・
ぴ
ん
類
は
小
さ
く
割
り

し
っ
か
り
包
ん
で
か
ら
出
さ
れ
る
よ

う
お
顧
い
し
ま
す
。

◎
ご
み
袋
の
あ
っ
せ
ん

一
枚
十
円
の
ご
み
袋
を
水
巻
槽
掃

・
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
戟
旋
し

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
収
集
茸
の
運

転
手
さ
ん
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
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